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成果の概要 

初年度は、プロトタイプとして作成したファブリー病の診断支援 AIをもとに、他の分担研究

者による検体取集と共同して AIモデルの性能評価を行い、より効果的な AIモデルの開発を行

うことを目標として立てた。AI モデルの実証的な検証として尿沈渣画像を用いてファブリー

病に特有なマルベリー小体を検出するための多層ニュートラルネットワークで構築された深層

学習モデルを検討した。その結果、すでに作成した物体検出アルゴリズムでは、検出能力・精

度が不十分で実証的検証が困難であることが考えられ、アルゴリズムの見直しを行った。新た

に、Microsoft/VoTT(Visual Object Tagging Tool)を使用し、物体検出アルゴリズムとして

YOLO（You only Look Once）ｖ8を使用し、分画像領域内の特定領域の矩形を取り、それによ

り検出された尿沈渣中の物質を ①Mulberry ②Like Mulberry ③RBC ④WBC ⑤Others ⑥

Crystal ⑦Bacteria ⑧Sperm ⑨SEC(扁平上皮細胞)の 9つに検出・分類するように設定した。

12 種類の検出モデルを構築し、既存の尿沈査画像から合計 1695の物質の検出・分類を行っ

た。その結果、Confidence 0.75までの Recall値（感度）、PR曲線（適合度-感度）、F１値

（感度と適合度の調和平均）などの評価より Model_5awslが、最も精度が高いと判断した。こ

れにより、当初の診断支援 AIよりも迅速で多検体に対応可能で、より正確な物体検出アルゴ

リズムが作成された。さらに本法は静止画像だけでなく、動画からの識別・検出も可能とな



 

り、さらに実用性を兼ねているものが完成した。今年度予定していた、ファブリー病患者の尿

沈渣検体あるいは正常対照群の尿沈渣画像解析を実証やライソゾーム病の補助診断のための

AI モデルとして想定した血液スメアの物体検出アルゴリズムの作成は次年度以降に実施予定

とした。 


